
大
規
模
小
売
店
舗
立
地
法
（
平
成
十
年
法
律
第
九
十
一
号
）
第
八
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
生
駒
市

か
ら
意
見
を
聴
き
ま
し
た
の
で
、
次
の
と
お
り
公
告
し
、
そ
の
意
見
を
縦
覧
に
供
し
ま
す
。

平
成
二
十
六
年
十
二
月
十
六
日

奈
良
県
知
事

荒

井

正

吾

一

大
規
模
小
売
店
舗
の
名
称
及
び
所
在
地

名
称

（
仮
称
）
ド
ラ
ッ
グ
コ
ス
モ
ス
壱
分
店

所
在
地

生
駒
市
壱
分
町
八
〇
ー
四
ほ
か

二

生
駒
市
か
ら
聴
取
し
た
意
見
の
概
要

１

み
ど
り
景
観
課

景
観
に
つ
い
て

(1)

本
市
は
、
市
内
全
域
を
景
観
法
に
基
づ
く
景
観
計
画
区
域
に
定
め
て
お
り
、
当
該
計
画
地
は

市
街
地
景
観
区
域
内
に
あ
る
た
め
、
市
街
地
景
観
区
域
の
概
要
の
「
良
好
な
景
観
の
形
成
に
関

す
る
方
針
」
及
び
「
景
観
形
成
の
基
準
（
以
下
「
基
準
」
と
い
う
。
）
」
に
従
っ
た
計
画
と
す

る
こ
と
。

ま
た
、
基
準
内
の
「
色
彩
に
関
す
る
景
観
形
成
基
準
」
に
適
合
し
た
計
画
と
す
る
こ
と
。

な
お
、
行
為
の
着
手
三
〇
日
前
ま
で
に
景
観
法
の
届
出
添
付
図
書
一
覧
の
行
為
別
の
必
要
書

類
を
添
付
し
て
届
け
出
る
こ
と
。

ま
た
、
当
該
計
画
に
関
す
る
景
観
法
の
具
体
的
な
内
容
に
つ
い
て
、
事
前
に
み
ど
り
景
観
課

と
協
議
す
る
こ
と
。

屋
外
広
告
物
に
つ
い
て

(2)

奈
良
県
屋
外
広
告
物
条
例
及
び
生
駒
市
屋
外
広
告
物
規
則
の
内
容
を
遵
守
す
る
こ
と
。

な
お
、
当
該
計
画
地
の
一
部
は
、
奈
良
県
屋
外
広
告
物
条
例
第
四
条
第
一
項
第
五
号
の
規
定

に
よ
り
、
屋
外
広
告
物
を
表
示
し
、
又
は
広
告
物
を
掲
出
す
る
物
件
を
設
置
し
て
は
な
ら
な
い

区
域
と
な
っ
て
お
り
、
そ
の
適
用
が
除
外
さ
れ
る
の
は
、
同
条
例
第
六
条
に
掲
げ
ら
れ
る
も
の

の
み
と
な
っ
て
い
る
。

そ
の
他
の
場
所
で
屋
外
広
告
物
を
掲
出
す
る
場
合
は
、
同
条
例
の
規
定
を
遵
守
し
、
正
し
く

掲
出
す
る
こ
と
。

ま
た
、
許
可
を
必
要
と
す
る
広
告
物
を
表
示
し
、
又
は
広
告
物
を
掲
出
す
る
物
件
を
設
置
す

る
場
合
に
は
同
条
例
の
規
定
に
基
づ
き
、
み
ど
り
景
観
課
へ
の
許
可
申
請
が
必
要
と
な
る
の
で
、

事
前
に
協
議
を
す
る
こ
と
。



緑
化
に
つ
い
て

(3)

「
生
駒
市
中
高
層
建
築
物
並
び
に
集
合
住
宅
に
関
す
る
指
導
要
綱
」
に
基
づ
き
敷
地
内
の
緑

化
を
行
う
こ
と
。
植
栽
計
画
（
樹
種
、
配
置
位
置
等
）
に
つ
い
て
は
、
事
前
に
み
ど
り
景
観
課

と
協
議
し
、
緑
化
計
画
書
を
提
出
す
る
こ
と
。

ま
た
、
建
築
物
が
利
用
開
始
さ
れ
る
ま
で
に
緑
化
を
完
成
さ
せ
、
緑
化
完
了
報
告
書
を
提
出

す
る
と
と
も
に
、
本
市
の
完
了
検
査
を
受
け
る
こ
と
。

な
お
、
整
備
さ
れ
た
緑
地
に
つ
い
て
は
、
本
市
へ
の
帰
属
の
対
象
と
し
な
い
た
め
、
設
置
者

に
よ
り
将
来
に
わ
た
り
自
主
管
理
す
る
こ
と
。

２

土
木
課

当
該
開
発
区
域
に
接
す
る
周
辺
道
路
に
設
置
す
る
交
通
安
全
施
設
（
道
路
反
射
鏡
、
防
護
柵
、

(1)
区
画
線
等
）
に
つ
い
て
は
、
土
木
課
整
備
係
と
協
議
す
る
こ
と
。

協
議
後
も
道
路
管
理
者
の
意
向
に
沿
っ
て
、
柔
軟
な
対
応
を
行
う
こ
と
。

(2)
３

事
業
計
画
課

周
辺
道
路
の
交
通
渋
滞
及
び
安
全
対
策
に
つ
い
て
は
、
関
係
機
関
と
十
分
に
協
議
し
対
応
す

(1)
る
こ
と
。

市
道
菜
畑
壱
分
線
及
び
市
道
壱
分
乙
田
線
は
、
生
駒
市
都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
に
お
い

(2)
て
、
地
域
幹
線
道
路
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
る
と
と
も
に
、
緊
急
輸
送
路
と
し
て
指
定
さ

れ
て
い
る
道
路
で
あ
り
、
地
形
上
、
高
低
差
や
曲
線
の
区
間
が
多
い
こ
と
か
ら
、
両
道
路
か
ら

の
出
入
口
を
示
す
予
告
看
板
等
の
設
置
に
つ
い
て
十
分
検
討
す
る
こ
と
。

４

建
築
課

当
該
計
画
地
北
側
進
入
口
（
入
口
専
用
）
の
仕
様
に
つ
い
て
、
警
察
及
び
道
路
管
理
者
と
十

(1)
分
に
協
議
す
る
こ
と
。

工
事
中
の
安
全
対
策
の
実
施
と
周
囲
へ
の
影
響
に
対
し
配
慮
す
る
こ
と
。

(2)

地
元
自
治
会
及
び
近
隣
住
民
と
の
合
意
形
成
を
十
分
図
る
こ
と
。

(3)
５

生
活
安
全
課

本
市
で
は
、
「
生
駒
市
安
全
で
住
み
よ
い
ま
ち
づ
く
り
に
関
す
る
条
例
」
に
よ
り
、
環
境
整
備

等
の
生
活
安
全
対
策
の
実
施
に
努
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
設
置
者
に
お
い
て
も
地
域
の
安
全

に
必
要
な
措
置
を
講
じ
る
こ
と
。

ま
た
、
周
辺
道
路
へ
の
違
法
駐
車
及
び
来
店
者
等
車
両
の
安
全
な
通
行
そ
の
他
交
通
安
全
に
関

し
て
十
分
に
検
討
し
、
対
策
を
講
じ
る
こ
と
。
特
に
、
近
隣
は
、
壱
分
小
学
校
、
生
駒
高
校
へ
の



通
学
児
童
及
び
生
徒
の
通
学
路
に
当
た
る
た
め
、
安
全
に
十
分
留
意
す
る
こ
と
。

６

環
境
事
業
課

一
般
廃
棄
物
（
事
業
系
ご
み
に
つ
い
て
）

廃
棄
物
の
処
理
及
び
清
掃
に
関
す
る
法
律
第
六
条
並
び
に
生
駒
市
廃
棄
物
の
処
理
及
び
清
掃

(1)
に
関
す
る
条
例
に
基
づ
き
、
市
の
収
集
計
画
に
従
う
こ
と
。

事
業
者
は
、
そ
の
事
業
活
動
に
伴
っ
て
生
じ
た
廃
棄
物
の
再
生
利
用
等
を
行
う
こ
と
に
よ
り
、

(2)
そ
の
減
量
に
努
め
る
こ
と
。

事
業
所
か
ら
排
出
さ
れ
る
一
般
廃
棄
物
は
事
業
者
の
責
任
に
お
い
て
処
理
す
る
こ
と
と
し
、

(3)
自
ら
生
駒
市
清
掃
リ
レ
ー
セ
ン
タ
ー
に
搬
入
す
る
、
又
は
市
の
許
可
業
者
に
収
集
運
搬
を
委
託

す
る
こ
と
。

な
お
、
市
の
許
可
業
者
は
、
次
の
表
の
と
お
り
と
す
る
。

（
許
可
業
者
）

業
者
名

電
話
番
号

株
式
会
社
生
駒
市
衛
生
社

〇
一
二
〇
（
七
七
）
九
〇
三
一

株
式
会
社
Ｎ
Ａ
Ｎ
Ｂ
Ｕ

〇
一
二
〇
（
二
七
五
）
三
八
三

株
式
会
社
奈
良
県
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー

〇
七
四
三
（
七
七
）
〇
九
九
〇

関
西
メ
タ
ル
ワ
ー
ク
株
式
会
社

〇
七
四
三
（
七
七
）
六
〇
一
七

※
不
燃
物
収
集
に
限
る
。

な
お
、
事
業
活
動
に
伴
い
生
じ
た
産
業
廃
棄
物
に
つ
い
て
は
、
廃
棄
物
処
理
法
に
基
づ
き
適

正
に
処
理
す
る
こ
と
。

７

環
境
モ
デ
ル
都
市
推
進
課

荷
さ
ば
き
作
業
に
関
し
て
、
荷
さ
ば
き
時
間
の
短
縮
、
荷
さ
ば
き
車
両
の
ア
イ
ド
リ
ン
グ
禁

(1)
止
の
徹
底
等
作
業
員
へ
の
騒
音
防
止
意
識
の
徹
底
を
図
り
、
近
隣
住
民
の
理
解
を
得
ら
れ
る
よ

う
騒
音
発
生
の
防
止
又
は
緩
和
の
た
め
に
配
慮
す
る
こ
と
。



付
帯
設
備
（
空
調
室
外
機
、
冷
凍
庫
用
室
外
機
及
び
換
気
扇
）
の
騒
音
対
策
を
講
じ
る
こ
と
。

(2)

ま
た
、
騒
音
規
制
法
又
は
振
動
規
制
法
に
係
る
特
定
施
設
に
該
当
す
る
施
設
を
設
置
す
る
場

合
は
、
遅
滞
な
く
届
出
を
行
う
こ
と
。

駐
車
場
に
関
し
て
、
特
に
店
舗
東
側
に
隣
接
す
る
住
居
へ
の
騒
音
及
び
排
気
ガ
ス
等
の
影
響

(3)
が
大
き
い
と
考
え
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
届
出
書
に
記
載
の
と
お
り
不
必
要
な
ア
イ
ド
リ
ン
グ
、

空
ぶ
か
し
等
を
行
わ
な
い
よ
う
利
用
者
に
周
知
す
る
こ
と
。

ま
た
、
駐
車
場
利
用
時
間
帯
を
遵
守
し
、
特
に
、
深
夜
及
び
早
朝
に
お
い
て
は
駐
車
場
の
出

入
口
の
施
錠
や
警
備
員
の
巡
回
等
の
必
要
な
措
置
を
講
じ
、
適
切
に
管
理
す
る
こ
と
。

周
辺
住
民
か
ら
騒
音
、
振
動
、
悪
臭
等
の
苦
情
が
あ
っ
た
時
は
、
必
要
に
応
じ
て
対
策
を
講

(4)
じ
る
等
迅
速
に
対
応
す
る
こ
と
。

８

消
防
本
部
予
防
課

消
防
用
設
備
等
及
び
生
駒
市
火
災
予
防
条
例
関
係
届
出
対
象
設
備
に
つ
い
て
は
、
設
置
す
る
ま

で
に
届
け
出
る
こ
と
。

な
お
、
建
築
行
為
の
規
模
に
よ
り
、
地
下
式
消
火
栓
の
設
置
が
必
要
で
あ
る
が
、
今
回
の
建
築

予
定
場
所
周
辺
の
既
設
消
防
水
利
を
使
用
す
る
こ
と
を
も
っ
て
、
消
防
活
動
上
支
障
な
き
も
の
と

認
め
る
。

９

生
涯
学
習
課

当
該
事
業
地
に
つ
い
て
は
、
周
知
の
埋
蔵
文
化
財
包
蔵
地
外
に
当
た
る
た
め
、
埋
蔵
文
化
財
発

掘
の
届
出
は
必
要
な
い
。
工
事
中
に
、
遺
構
や
土
器
等
の
遺
物
を
発
見
し
た
場
合
は
、
文
化
財
保

護
法
第
九
十
六
条
の
規
定
に
基
づ
き
、
直
ち
に
工
事
を
中
止
し
、
生
涯
学
習
課
へ
連
絡
す
る
こ
と
。

三

縦
覧
場
所

奈
良
県
産
業
・
雇
用
振
興
部
産
業
政
策
課

四

縦
覧
期
間

平
成
二
十
六
年
十
二
月
十
六
日
か
ら
平
成
二
十
七
年
一
月
十
六
日
ま
で
。
た
だ
し
、
日
曜
日
、
土

曜
日
及
び
国
民
の
祝
日
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
二
十
三
年
法
律
第
百
七
十
八
号
）
に
規
定
す
る
祝
日

を
除
き
ま
す
。

五

縦
覧
時
間

午
前
九
時
か
ら
午
後
五
時
ま
で
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